















では刺激強度と K の関係を評価した。30 人の患者を
無作為に２群に分け，鎮痛薬レミフェンタニルの濃度












２．The frozenelephant trunk technique foracute
typeAaorticdissection:results from15-yearsof
experience.
（急性 A 型大動脈解離に対する frozenelephant
trunk 法 15 年の成績）
片山　暁
広島市立安佐市民病院　心臓血管外科
　【緒言】急性 A 型大動脈解離手術に対する frozen
elephanttrunk 法の早期，遠隔期成績について検討し
た。




　【結果】対象患者数は 120 例で平均年齢は 64.4 歳。
手術死亡は７例（６％）で術後合併症は脳梗塞４例
（３％），脊髄障害２例（２％）であった。遠隔期総生
存率は５年 90.1％，10 年 76.1％，15 年 45.1％で，大































































５．Maintenanceof low inflammation levelby the
ZFHX3SNPrs2106261minorallelecontributes



























　ZFHX3SNPrs2106261 マイナーアレル T を持つ群
では，炎症反応が低いことが，アブレーション後の再
発率低下に寄与している可能性が示唆された。





































おいても，α-SMA と Smad4 の発現を抑制した。【結論】
DUB 阻害薬 PR-619 は，Smad4 の発現抑制を介して，
腎線維化を抑制する。













　結果：脱落せずに残った 28 例 28 眼を解析した。両
群ともに術後 12 か月の時点で視力は術前と比べ有意
に改善した。両群間の視力の改善率に有意差は無かっ





た。NOTCH1 シグナルや RAS に関連した遺伝子異常
が多く，幼弱な T 細胞で特徴的に発現する遺伝子が
高発現となっており，プロファイルがその他の

























ロテナーゼ K で処理して表面蛋白を除去すると AD
株の特性が失われた。以上より，AD 患者皮膚由来の
黄色ブドウ球菌株が表皮角化細胞のリソソームに蓄積





９．Deubiquitinase inhibitor PR-619 reduces
Smad4expressionandsuppresses renalfibrosis
inmicewithunilateralureteralobstruction

















important role in radiation-induced pulmonary
fibrosis







































細胞様滑膜細胞（FLS）における WNT と DKK1 の
発現を PCR で測定した。Wnt シグナルの活性化を T
cell factor（TCF）レポーターアッセイを用いて測定
し，その活性に対する FLS 上清の影響を検討した。
また，Wnt シグナルに対する IL-1β の効果を検討した。
結 果，FLS は Wnt mRNA を 発 現 す る 一 方，Wnt
antagonist で あ る DKK1mRNA も 発 現 し て い た。
FLS 上 清 を 加 え る と recombinantWnt3A に よ る
TCF レポーター活性を抑制し，この効果は抗 DKK1
抗体により減弱した。また，IL-1β は DKK1 産生を抑
制しており，IL-1β で培養した FLS 上清は，未処理の
ものと比較して Wnt シグナルに対する抑制効果が顕
著に減少した。以上より，CAPS では過剰な IL-1β が
DKK1 を抑制することにより Wnt シグナルを活性化
させることが，骨過形成を引き起こす機序として考え
られた。
12．Intratracheal Administration of siRNADry
PowderTargetingVascularEndothelialGrowth
FactorInhibitsLungTumorGrowthinMice









del/HBV 比を解析した結果，CTL 関連肝炎後 HBV-
del/HBV 比が増加したのに対し，NK 関連肝炎後で
は変化を認めなかった。さらに，B型肝炎ウイルスキャ





　HBV-del は宿主の CTL 関連免疫応答により増加し，
無症候性キャリアと慢性肝炎患者を区別する一助とな
る可能性が示された。































































　B 型肝炎における宿主免疫応答と HBV － del との
関連を明らかにする。
【結果】










　Study1:occultOGIB 精 査 目 的 に CE を 施 行 し
12 ヶ月以上フォローアップした 357 名を対象とし，
臨床的特徴および予後について検討した。結果は，





フォローアップした LC 患者 50 名を対象とし，PHE
増悪の予測因子について検討した。結果は，PHE 増




た，LC 患者の PHE 増悪の予測には EVs と PHG の
増悪が有意な臨床的指標である。
19．CurativeCriteriaAfterEndoscopicResection













に 関 し て 検 討 し た。【 結 果 】e-curative，non-e-
curative 群での無リンパ節再発生存率には有意差は認
めなかったが，MM/SM1 癌で垂直断端陰性，INFa，
脈管侵襲陰性の病変を経過観察可能群と仮定すると無
リンパ節再発生存率はその他の病変より有意に高かっ
た。【結語】垂直断端陰性，INFa，脈管侵襲陰性の条
件が MM/SM1 食道扁平上皮癌の根治性をより反映し
ている可能性が示唆された。
MesenchymalTransition inColonCancerCells
throughDirectCell-to-CellContact
（間葉系幹細胞による，直接的な細胞−細胞間接触
を介した大腸癌の上皮間葉系転換誘導）
瀧川　英彦
医歯薬学専攻・医学講座（消化器・代謝内科学）
【背景】
　我々は，骨髄由来間葉系幹細胞（MSC）が，大腸
癌の腫瘍間質に遊走し，大腸癌の増殖・転移を促進す
ることを報告してきた。
【目的】
　MSC による大腸癌の進展促進機序を明らかとする
こと。
【結果】
　in vtiro での癌細胞と間葉系幹細胞の接触性共培養
は癌細胞の増殖・遊走能を活性化した。マイクロアレ
イによる網羅的解析では，MSC の直接接触は大腸癌
細胞におけるフィブロネクチンなどの上皮間葉系転換
（EMT）関連遺伝子発現上昇を生じさせた。大腸癌細
胞株と MSC のマウス回盲部移植モデルを用いた実験
においても，MSC による接触依存性機序による大腸
癌の EMT 誘導作用が確認され，ヒト大腸癌切除標本
においても，癌の間質との接触領域において EMT
マーカーファイブロネクチン発現上昇と予後との相関
がみられた。
【結語】
　MSC は，直接的な細胞－細胞間接触を介して，大
腸癌の EMT を誘導し，腫瘍の進展を促進する。
18．Managementofoccultobscuregastrointestinal
bleedingpatients −predictive factorsofportal
hypertensiveenteropathyexacerbation in liver
cirrhosispatients−
（原因不明の潜在性消化管出血患者のマネージメン
ト　−肝硬変患者の門脈圧亢進症性小腸症の増悪
予測因子の検討を含めて−）
國原　紗代子
医歯薬学専攻・医学講座（消化器・代謝内科学）
　occultOGIB 患者のマネージメントに関する一定の
コンセンサスはなく，また，occultOGIB 患者には肝
硬変（LC）患者が多く PHE の有無が臨床的に重要で
